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全国ＳＬＡの活動

学校図書館の充実

・司書教諭、学校司書の配置促進及び専任化

・図書費の増額

調 査

・学校読書調査、学校図書館調査

・自治体悉皆調査

研究・研修

・全国学校図書館研究大会

・地区学校図書館研究大会

・学校図書館セミナー

・読書会コーディネータ養成講習会



視 察

・国内、海外学校図書館研究視察

選 定

・図書の選定

顕 彰

・学校図書館賞

・日本絵本賞

・学校図書館出版賞

コンクール

・青少年読書感想文全国コンクール

・読書感想画中央コンクール

募 金 ・特別支援学校 ・震災支援 ・国際大会



学校図書館の現状と課題

公益社団法人全国学校図書館協議会
理事長 森田 盛行

2015年 近畿地区学校図書館研究大会 報告



Ⅰ 学校図書館の現状



１．司書教諭、学校司書の状況

学校図書館現状調査 （悉皆 文科省平成26年)

（１） 司書教諭の配置

司書教諭
司書教諭
の発令校

11学級以
下の発令
校

授業軽減

措 置 校

小 学 校 66.2％ 27.2％ ７.8％

中 学 校 62.3％ 29.8％ 10.4％

高等学校 81.5％ 30.2％ 12.8％

特別支援
学校

43.1％ 19.8％ 1.9％



学校図書館現状調査（悉皆)

（文科省平成26年）

（２） 学校司書の配置

学校司書 配置校 常勤配置校

小 学 校 54.3％ 17.7％

中 学 校 53.0％ 24.0％

高等学校 64.5％ 75.2％



（３）司書教諭と学校司書の連携
① 学習指導の連携

・Ｔ１,Ｔ２による指導

・教科学習に対応する学校図書館メディアの整備

・教材研究、指導資料等の整備

② 読書指導

・年間読書指導計画の立案

・計画的、系統的な読書指導

・学校図書館における読書指導

③ 情報活用指導

・年間情報活用指導計画の立案

・学校図書館利用スキルの指導

・情報活用能力の育成



２．学校図書館の予算化状況

（１）図書費の予算化

平成26年度 平成25年度

小 学 校 52.7万円 54.0万円

中 学 校 73.8万円 68.9万円

高等学校 82.0万円 80.9万円

(全国SLA 平成26年)



（２）図書費以外の予算化

平成26年度 平成25年度

小 学 校 1.2万円 1.7万円

中 学 校 2.1万円 2.5万円

高等学校 22.8万円 20.4万円

（全国SLA平成26年）



３．学校図書館の整備状況

（１）図書の整備

（文科省 平成26年）

蔵書冊数 増加冊数

小 学 校
8,639冊 157冊

中 学 校 10,450冊 199冊

高等学校 23,796冊 187冊

特別支援学校 1,439冊 25冊



（２）新聞の配備

学校図書館に
配備した割合

平均紙数

小 学 校 36.7％ 1.3紙

中 学 校 31.7％ 1.7紙

高等学校 90.6％ 2.8紙

特別支援学校 10.9％ 1.4紙

地方財政措置

各校に１紙を学校図書館に配備



視 覚 聴 覚 肢 体 病 弱 知 的 総 合

２００７年 １００ １００ ８９．２ ９５．３ ８２．５ ９３．５

２０１３年 ９８．１ １００ ８９．９ ９４．３ ７９．９ ９４．０

（３）特別支援学校の学校図書館
①学校図書館の設置率 （単位 ％）

②年間予算
視 覚 聴 覚 肢 体 病 弱 知 的 総 合

総 額 ２６．６ ２１．４ １８．１ １８．９ １５．７ １４．４

公 費 ２２．９ １８．１ １６．４ １５．６ １４．０ １２．６

私 費 ３．７ ３．３ １．７ ３．３ １．７ １．８

（単位 万円）

③平均蔵書冊数

視 覚 聴 覚 肢 体 病 弱 知 的 総 合

２００７年 １０,３１０ ７,３３３ ５,０３０ ４,６７１ ２,３０２ ３,１４６

２０１３年 １０,９０５ ７,６２９ ４,７０９ ５,５１５ ２,４６９ ３,８４１

（単位 冊数）



Ⅱ 学校図書館を巡る
新たな状況



１．国の施策
（１）学校司書の法制化

学校図書館法の改正（2014年6月改正 2015年4月1日施行）

（学校司書）

第６条 学校には、前条第一項の司書教諭のほか、学校図
書館の運営の改善及び向上を図り、児童又は生徒及び教
員による学校図書館の利用の一層の促進に資するため、
専ら学校図書館の職務に従事する職員（次項において「学
校司書」という。）を置くよう努めなければならない。

２ 国及び地方公共団体は、学校司書の資質の向上を図る
ため、研修の実施その他の必要な措置を講ずるよう努めな
ければならない。



附 則
（検討）
２ 国は、学校司書（この法律による改正後の学
校図書館法（以下この項において「新法」とい
う。）第六条第一項に規定する学校司書をいう。
以下この項において同じ。）の職務の内容が専
門的知識及び技能を必要とするものであること
に鑑み、この法律の施行後速やかに、新法の施
行の状況等を勘案し、学校司書としての資格の
在り方、その養成の在り方等について検討を行
い、その結果に基づいて必要な措置を講ずるも
のとする。



（２）第５次「学校図書館図書整備５か年計画」の策定

第４次５か年計画
平成24年度～28年度
・図書 1,000億円 (増加冊数分 430億円 更新冊数分 570億円)
・新聞 75億円 １校に１紙
・学校司書 150億円 １週30時間 ２校に１名配置

第５次「学校図書館図書整備５か年計画」の策定

文科省
「学校図書館の目的は、蔵書の充実や学校司書の配置にある
のではなく、それらを用いて学校教育をどう充実するかにある。」

「学校図書館の整備は、現場での現状把握としっかりとした
計画による適切な予算要求から始まります。」



（３）第３次「子ども読書活動推進基本計画」策定

学校図書館の機能強化

読書センター機能

児童生徒の想像力を培い、学習に対する

興味・関心等を呼び起こし、豊かな心を育む

学習・情報センター機能

児童生徒の自発的、主体的な学習活動を

支援し、教育課程の展開に寄与する

学校教育の中核的な役割を担うことが期待される。





（５） 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」

（平成25年制定 28年施行）

障がいのある児童生徒の申し出により、学校は、負担
が過重でないときは、社会的障壁の除去の実施について
合理的な配慮をしなければならない。

合理的な配慮

・学校図書館の施設・設備

・運用、規程類

・円滑な読書、学習



（６）「チーム学校」の構築

① チーム学校の推進

・教員を中心に専門スタッフを配置、学校の教育力・

組織力を向上

・教職員や専門スタッフがチームとして役割分担

・教員は授業などの子どもの指導に専念

② 900人の定数措置

③ 専門人材の配置充実

・学校司書、ICT専門職員等のスタッフ 100人配置



（７） 情報化の推進

① 子どもたちに求められる力

情報活用能力 ： 情報を収集・判断・処理・編集・創造・

表現・発信・伝達できる力

② 教員のサポート体制

ＣＩＯ※が校内の情報化推進体制の構築を図る際には、

学校図書館の機能を司書教諭を中心に一層強化して

いくことが求められる。

※情報化の責任者



２．地方自治体の施策
（１）学校司書の配置

① 図書の紹介の増加

② 利用指導の内容

③ 情報活用に学校図書館を含める

（２）子ども読書活動推進計画の策定
① 学校図書館の活用を前提とした学習

② ＩＣＴ、ＮＩＥ、ＥＳＤ等との協働



Ⅲ 課題と展望



１．司書教諭・学校司書の専門職化

（１）司書教諭の活動
① 教材研究への支援

・教員への助言、指導法

・協働で指導案等の作成

② 学校図書館を活用する学習指導法の啓発

・指導事例の収集・提供

・指導案の作成の支援

③ 計画的体系的な読書指導

・全教科、領域における読書指導

・不読者の低減

④ 計画的体系的な情報活用指導

・教科学習と連携



（２）学校司書の活動

① 学習指導への支援

・教諭と共に学習指導

・学校図書館の活用指導

② 教材・情報の収集、提供

・教員用図書の充実

・教育関係の有用な情報の提供

③ 学校図書館メディアの拡充

・全教科、領域の学習に対応可能なメディア

・学校図書館外の情報源へのアクセス

④ 情報サービスの拡充

・レファレンスサービス

・レフェラルサービス

⑤ 読書活動の充実

・



（３）研修の拡充

① 未配置地区への配置拡大

② 学校司書の養成

・資格制度

③ 研修制度

・教育委員会による研修







３．電子資料への対応

（１）学校図書館の情報化

① 司書教諭・学校司書のICTの専門家に

② 施設・設備の対応

③ 年間情報活用指導計画の１本化

④ ネットワークの構築

（２）電子書籍への対応

① 課金制度の整備

② タブレット等端末の整備充実

③ 良質な電子書籍の選択



４．学校図書館の質の向上

（１）「学校教育の中核」の実体化

① 専門職員の配置及び活動の活性化

② 利用できる学校図書館メディアの充実

③ ３機能が果たせる施設・設備

④ 計画的、体系的な支援及び指導

⑤ 教員への支援の充実

⑥ ＨＰ、ＳＮＳ等の活用による情報の発信・受信

⑦ 学校図書館ネットワークによる業務の省力化

⑧ 保護者・地域・行政による学校図書館支援



（２）量から質への転換

① 選書・廃棄の説明責任

② 司書教諭・学校司書の高度な専門性

③ 選書基準・廃棄基準の明文化

④ 選定（廃棄)委員会による選書・廃棄

管理職・司書教諭・学校司書・教務主任・

学年主任・教科主任・児童生徒代表



Ⅳ ＩＡＳＬ東京大会の開催



（１）ＩＡＳＬ東京大会の概要

国際学校図書館協会（ＩＡＳＬ)の年次大会

期 日 ２０１６年８月22日～26日 ５日間

会 場 東京 明治大学駿河台キャンパス

参加者 学校図書館研究者 専門職員 行政

内 容 全体会：開閉開式、基調講演、表彰

分科会：研究発表、講演、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ

会 議：ＩＡＳＬ総会 地区別会議



日 程

２１日（日） プレコンファレンス ワークショップ

２２日（月） 開会式 基調講演 分科会 歓迎会

２３日（火） 講演 分科会

２４日（水） 学校図書館・文化施設訪問

２５日（木） 講演 分科会 晩餐会

２６日（金） 講演 閉会式



2016ＩＡＳＬ東京大会組織委員会

委員長 大滝 則忠 国立国会図書館長

副委員長 谷川 弥一 文部科学副大臣

森 茜 日本図書館協会理事長

銭谷 眞美 東京国立博物館長

委 員 小松親次郎 文部科学省初等中等教育局長

佐藤 毅彦 国立国会図書館国際子ども図書館長

肥田美代子 文字・活字文化推進機構理事長

中井 敬三 東京都教育委員会教育長



委 員 大橋 明 全国連合小学校長会会長

伊藤 俊典 全日本中学校長会会長

宮本 久也 全国高等学校長協会会長

森田 盛行 全国学校図書館協議会理事長

小池 夏子 東京都学校図書館協議会会長

監 事 河野浩一郎 公認会計士

事務局長 竹村 和子 全国学校図書館協議会常務理事

日本の学校図書館関係者、学校教育関係
者、関係団体等が総力を結集して開催。



（２）大会への参加

① 国際的な学校図書館の現状

・日本の現状との比較

・学校図書館の果たす役割

・各国の専門職制度

② 参加しやすい体制

・参加費の割引

・英語への対応

・１日参加

③ 参加者同士の交流情報交換・連携・協力

・情報交換

・連携

・協力





ご清聴
ありがとうございます

公益社団法人全国学校図書館協議会

理事長 森田 盛行


